
昭和54年度（問　題）

エ．　不良率がおよそ工0％であることが知られている製品について，標本不良率と真の不良率との差が5％

　以下になることを確率O．99で保証するためには，何個のサンプルを必要とするか。ただし，標準正規分

　　　　　　　　　　ε　布の両側ε点をm（τ）で表すとき，m（O，O05）＝2，575とする。

2．　λ，82班の人に同じ問題でテストを行ったところ，λ班は平均73点，標準偏差14点で，8班は平均76

　点，標準偏差18点であった。メ班の人数を20人，8班の人数を30人とするとき，B班の方が優秀といえ

　　るか。必要あれば次の数字を用いよ。

　　法∫：㌧㌦一・…，舳．・・）一λ・・，舳・）一・・。，肌。。）一。。王，

　　　ダ竈（0・025）一2．24，F竈（O．975）一〇．446

3．　ある州のλ候補の支持率クを調査するため．m人を対象に調査したところ，冶人の人が支持している

　　ことかわかった。mはかなり大きいとして，力を次の手順に従って区間推定せよ。

1ア〕積率母関数を使一て・ひ一（1－1）停は正規分布川1）に従111を示せ。llに1一÷

とする。

1イは規分布川1）の両側1点を・（舌）として，支持率力を区間推定せよ。

4。　一様分布σ（0，玉）に従う独立な確率変数X1，X2，…，X。の頗序統書十量をX（1〕，Xω，　・，Xl”〕

　　とする。ただし，Xω≦X（2〕≦…≦X（。〕。

　　　劣→。。のとき，P［卸X（1）〉左］，ρ〔”X、、、〉’コの極限値を求めよ。ここにf〉0とする。

5．　｛X’｝（｛＝1，2，・・うを，共通の密度関数！（エ）工αグ山｛（エ≧0，α〉O）を持っ独立な確率変数とし，

　8o＝O，8兄＝XI＋X2一ト…十X、（n＝1，2，…）とする。ここで，確率変数M（6）を次のように定義するl

　　　M（’）は∫止≦庄となるようなインデックス冶≧1の個数

　　すなわち，

　　　［M（’）士〃］＝［8。≦≠，8州〉左コ

　　このとき，

　同8。の分布関数0間（皿）を求めよ。

　1イ〕M（サ）はいかなる分布に従うか。
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昭和54年度（解答例）

玉．サンプル数をn，真の不良率を力とすると，標本不良率云は近似値に正規分布

・（1，力（1デカ））に従うことが知られてい乱

ゆえに，統計量

　　　　力．カ
σ＝

早
は正規分布M（O，1）に従う。

　つまり，確率1一εで

1多一力1・拠（÷）∫平

が成り立つ。

　よって，ε＝O．01，ヵ＝O．王として

μ（・…）平・…

をnについて解けばよい。

・・（箒）2・…一・…

およそ240以上のサンプルが必要である。

2．A班，B班の得点が，おのおの正規分布M（μ，，σノ），M（μハσツ2）に従ってい

　るとして検定を行う。

11〕まず，等分散性の検定を行う。

　　帰無仮説H。：σ，2＝σ，2，対立仮説H1：σノ≒σツ2につき，不偏分散比FOを求める。

・。一
i30義182）／（20｛42）一1…

一方，パε（O．025）＝2．24であるから，有意水準5％で分散は等しいとみなして
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　よい。

12〕ωで分散は等しいとみなしてよいから，帰無仮説∬。：μ，＝μツ，対立仮説∬、：

　μ、≒μツをト検定すると，

　　　　　　　　　　　　173－761
　　　　　一ト戸票亨＝α61649＜舳5）

よって，有意水準5％で差がある（すなわち，B班の方が優秀である）とはいえな

い。

3一同　X1を，調査対象者タ（1≦’≦n）がA侯補を支持していれば王，支持していなけ

　　れば・なる値をとる確率変数とすると，タユむ、，ここで，γ、一。、一カと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　I＝1

　　おくと，

　　　　　亙（γ1）一0，亙（γ12）一γ（X’）一力（1一カ）

　　よって，γ‘の積率母関数φ（θ）は，θが小さいとき

　　　　　　　　　　1　　　　　φ（θ）＝1＋一ヵ（正一ヵ）θ2＋0（θ3）

　　　　　　　　　　2

　　と表わすことがで払従一て・卜払／灰の積率母・関数

　　φ，、（θ）は，

　　　　　舳）一／1（1／π可）γ

　　　　　　　十去・・（叫

　θ2
丁十・（ガ書）＝・は・・一一のとき一〇であるから

　　　　伽（1）一／（1・）ザ㌧・12い。。）

　　　　　　　2　　ここで・考は舳，1）の積率母関数であるから求める結果カ！得られた。

l／川より・確率1－1でσは（一・（舌）・1（舌））に入る。
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4．

　　　これを書きかえると

　　　　　汽（÷）汗・力価（÷）汗

　　　である。求める区間は平方根の中の力を力に置きかえたものである。

戸［・・（1〕・小・［・（1）・÷1

であるが，X（1〕の定義から

　　　　　　　　一ρ［・1・÷，・…制・÷］

となる山で｛・1｝HI…，刊は独立でσ（・，1）に従うから

　　　　　　　　一、口，・［・i・÷1

　　　　　　　　一（1一÷）制

ここでn→的とすると

　　　　　　　　一→グ‘

となる。

次に，・［・・1・）・1］の・刈極限値も同様に求めると

・［・・（・〕・ト［・（・〕・■

　　　　　　　　一・［・（1）・÷］斗・［・（1〕・÷・（・〕・｛

　　　　　　　　一（1一÷）”・げ）÷（1一÷）”一1

　　　　　　　　　→e．’十サe■‘

　となる。

。．｛ア〕M密度関れ（工）を求める。

　　　　　　星1（工）＝αe一晩　　（π≧0）
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は明らかで，次に

　　　　　　　　　　（伽）昆．㌧也、
　　　　籏（工）＝α（卜1）le

と仮定して，g毘。1（π）を求めると

　　　　　　　　　　，

（π≧O）

　　　・用（1）小（rl）星1（1）励

　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　■　　　　　　　　一∫（尾…1），（・一1）・一1・一州

　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工
　　　　　　　　一（尾…1＋；，・一一∫（rl）＾一’必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　角十1　　　　　　　　　　i　　　　　　　　＿　α　。一価（r’）1

　　　　　　　　　　　　尾！　　　　　　o

　　　　　　　　一α（απ）昆、一価　（、。。）

　　　　　　　　　　　　尾1

より帰納法でg冊（エ）が求められた。

　　　　　　　　　i

αe一”批

　　　・舳一∫・〃

　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　一（、｛1），∫1中肋

　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　一（、讐），け一叶m1＋州1／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾
　　　　　　　　　一十1”；；・一一・（、讐；；，∫グ判1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　と順次積分を繰り返してオの次数を落とすと

　　　　　・刊（・）十・一一（吋・（音）2・・1姜弓制1；）

　が得られる。

1イ〕P［M（サ）＝m］＝P［∫冊≦サ，8。・1〉オ］

　　　　　　　　　　　＝G冊（オ）一G刊。1（広）
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　　　（α’）“
＝e一刎

　　　m！

となり，ポアソン分布に従うことがわかる。
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